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令和3年度
病棟実習開始前 感染対策留意事項の伝達

１．新型コロナウイルス感染防止のためのPPE着脱
２．ノロウイルス集団感染防止のために



１．新型コロナウイルス感染防止のために



飛沫核感染（空気感染）
結核/麻疹/水痘

飛沫 ：5 μm以下
落下速度：0.06～1.5cm/秒

新型コロナウイルスは、
エアロゾル感染もあると考えられている

飛沫内の核
（結核菌など）
だけが空中を浮遊

飛沫感染
インフルエンザ/風疹

5 μmより大きな飛沫
落下速度：30～80cm/秒

1.8 m～2 ｍ程度に飛散する

感染者
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感染者

感染者も健康な方も良質のマスクを正しく着用すると

病原体を含むエアロゾル粒子を

出してしまう量が大幅に減るし、

吸入してしまう量も大幅に減らせる！

1918年のスペインインフルエンザ流行時にも
マスクがとても有効であった記録があります
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（飲酒が無くとも感染します）



https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-virus/2019-ncov/2488-idsc/iasr-news/9895-488p01.html 6

歌うと11倍
感染している



サージカルマスクの正しい着用方法
①マスクを上下に広げ，
鼻からあごの下まで
しっかりカバーします．

②マスク上部のクリップを
鼻の形に合わせて
曲げます．

7



米国CDCガイドライン中の個人防護具着用方法
https://www.cdc.gov/hai/pdfs/ppe/PPE-Sequence.pdf

この順番は逆でも可！

・手袋は最後（清潔な状態で患者に接するため）
・ガウンの袖口も覆う
・袖口にサムホール（親指穴）がある場合は、親指を
通した後に手袋を着けて下さい。

・眼の防護も必要！

・紐閉じガウンの場合は、結び目は背中側にすること
が勧められています（腹側は汚染を受けるので）。
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診療作業で共通して
１．最も汚染されるのは手袋．
２．次に肘までの前腕（特に利き手）．
３．その次が，胸部下部から腹部．
PPE使用後にはこれらの汚染部位に
触れないようにPPEを外してください．

個人防護具（PPE）使用中に汚染される部位
フェイスシ－ルド等を着用

インフルエンザ等の
気道検体採取時に
正面に立たない

気道検体採取時には、
患者も正面は壁などの
ヒトのいない方向に向かわせる

キャップは、不織布等でできた大きめの柔らかいキャップなどで
耳も含めて頭部全体をカバーしてください。
手術用の頭部カバーでも代用可です。
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①一方の手袋の手首側を外からつまむ．
②そのまま，指先側にひき下ろして外す
③外した方は，小さく丸めて持っておく．
④次に，脱いだ方の手の指を手袋の手首側から

中に指を入れて掛ける．
⑤そのまま，裏返しながら引き下げる．
⑥最初に外した手袋も中に包み込む．
⑦廃棄boxに廃棄して，手指消毒あるいは洗浄．

① ②-1 ②-２ ③

④ ⑤ ⑥ ⑦

PPEの外し方（１）最初に外すのは最も汚染される手袋から
手袋とガウンと一緒に脱ぐ方法もあります
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PPEの外し方（２）プラスチックガウンの外し方と廃棄法

①汚染度の低い両肩近辺をつかみ，前に引き破って外す．
（手袋を外さずに、ガウンと一緒に脱ぐ方法もあります）

②両腕を抜き，腰の高さで中表に巻き取る．
（特に腹部の表側には触れない様に注意する）

③前方に引っ張って，腰の紐部分をちぎってガウンを外し，
④小さくまとめて廃棄する．

再度！！
手指を消毒し,
それから
シールドと
マスクを外す．

⑤マスク，シールドは，横側を持って外す．

髪の毛や耳が出ないようにしっかりキャップ内に収納してください。手術用の頭部カバーでも代用
可です。

12



米国CDCガイドライン中の個人防護具脱衣方法
（例１：ひも閉じガウンの場合）

https://www.cdc.gov/hai/pdfs/ppe/PPE-Sequence.pdf

処置後の袖口は、汚染されている想定が必要なので、
ガウン着用のまま肩より上に手を上げるのはrisky！
バンドを外す際は、後ろを掴むのがbetter！

・最も汚染される手袋を先に外すのは合理的なのだが....

ガウン着用のまま、後頚部のひもを外すのはrisky.
だれか、清潔な補助者に外してもらうのがbetter．

・脱衣過程の最後も必ず手指衛生を行う！
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米国CDCガイドライン中の個人防護具脱衣方法
（例２）

https://www.cdc.gov/hai/pdfs/ppe/PPE-Sequence.pdf

手袋をしたまま、ガウン前面を引っ張って、
手袋も一緒にガウンを脱ぐ方法。

ガウンを前に引っ張り、閉じひもを千切り（ties break）
脱ぐと記載されているが、使い捨てプラスチックガウン
では可能だが、ひも閉じタイプ不織布ガウンでは難しい。

ひも閉じガウンタイプの場合は、
特に後頚部のひもを気を付けて外すか、
清潔な補助者に外して貰って下さい
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ガウン表面に触れず中表に丸めている点に注意！



折り畳み式N95マスクの着用方法と安全な外し方（着脱共にグリーンゾーンで行う）

①マスクの上下の確認
ノーズクリップ（針金様部品；赤点線で囲って
示しています）が入っている方が上（鼻）側．

②上下ストラップの引き出し
マスクを上下に開いて、畳み込ま
れているゴムのストラップを出す．

③装着（１）
開いたマスクの下側に下顎を
入れ、2本のストラップを最初
は一緒に頭にかける．

④装着（２）
ストラップを頭頂部と後頚部
に調整．ノーズクリップを鼻
に合わせて曲げ、鏡で確認．

⑤セルフシールチエック（装着毎に実施）
強い吸気と呼気でマスクのふくらみや
へこみを生じる（＝マスクが顔に密着
して吸気と呼気に抵抗がある）ことを
確認する．

※）抵抗がない場合は、マスクのサイズや
形状が顔に合っていない可能性があるので、
使用しない．

【外し方】

【装着方法】

①手を消毒後に後頚部の下側ストラップのみを掴み、
持ち上げ、ゆっくり頭の上を回して顎の下へ外す．

②最後に上側（頭頂部）ストラップを外す
マスクが反転しない様にゆっくり外して廃棄。



KOKEN式N95マスクの着用方法と安全な外し方（着脱共にグリーンゾーンで行う）

①マスクの上下、表裏の確認
尖っている方が上（鼻）側です．
裏は、顔にフィットさせるフラップが付いています．

②マスクの持ち方
上側ストラップを手の甲側にして持ちます．

③装着（１）
マスクを顔に当て、最初に上側ストラップを
頭頂から後頭部に回してかけます．
（一緒にかけて後で位置を調整しても可です）

④装着（２）
次に下側ストラップも頭頂から
後頚部に回してかけ、鏡で
左右対称に装着できていること
を確認．

【外し方】

①手を消毒した後に
下側ストラップのみを掴み
ゆっくり外す．

（マスク表面には手を触れない）

②上側（頭頂部）ストラップを外す
次に残った上側ストラップを掴みゆっくり
外して（マスク反転防止）廃棄する．

⑤セルフシールチエック
（装着毎に実施）強い吸気と
呼気で、マスクが顔に密着し
ていることを確認する．

【装着方法】



Red ZoneYellow Zone
/中間領域

感染性
廃棄物box

Green Zone

感染者

手指衛生後
PPE装着

入室

患者処置後
退室

感
染
性

廃
棄
物

box

N95以外を
脱衣・廃棄

手指衛生後
N95を廃棄し、
再度手指衛生

前室など 病室

通路など

感染性廃棄物boxに廃棄する際には深く手を入れない
バイオハザードマークには色の違いによる意味の違いもある

赤：血液や液状・泥状物、燈色：血液体液の付着した固形物、黄色：鋭利器材

マスクが最初
手袋は最後

感染者収容病室のゾーニングとPPE着脱場所（前室や中間領域がある場合）

肩より上に手を上げる場合
（＝キャップなどを廃棄する場合）

は、必ず手指消毒を行う
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Red Zone

感染性
廃棄物box

Green Zone

感染者

手指衛生後
PPE装着

入室

患者処置後
退室

感
染
性

廃
棄
物

box

N95以外を
脱衣・廃棄

手指衛生後
N95を廃棄し、
再度手指衛生

病室

通路など

感染者収容病室のゾーニングとPPE着脱場所（前室や中間領域が無い場合）

感染性廃棄物boxに廃棄する際には深く手を入れない
バイオハザードマークには色の違いによる意味の違いもある

赤：血液や液状・泥状物、燈色：血液体液の付着した固形物、黄色：鋭利器材

マスクが最初
手袋は最後

肩より上に手を上げる場合
（＝キャップなどを廃棄する場合）

は、必ず手指消毒を行う
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２．ノロウイルスの集団感染防止のために



浜松感染 原因は給食パンと断定、製造業者を営業禁止に
欠席者１１３３人：2014.1.17 23:36；産経デジタル

・浜松市生活衛生課によると、給食用パン工場でノロウイルスが陽性
であった女性従業員４人は、パンの検品作業を担当していた．

・ウイルスは工場の女子トイレのドアノブからも検出されていた．

・４人は感染を自覚しないまま、トイレの後に十分な手洗いを行わずに
手袋を汚染したことが原因と考えられている。
⇒目に見えない汚染でも1000人以上に感染させる。
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・ 保健所では調理従事者衣服の汚染の可能性を考慮し、着用していたスウェットシャツを検査のため回収した。

・ そこで、トイレ使用時に最も糞便汚染が考えられる
右袖口、同袖下、左袖口
よりノロウイルスの検出を試みたところ、いずれの検体からも陽性であった。

・ 以上から、当該施設で製造された弁当による食中毒と断定された。

・ スウェットシャツは長袖で、肉眼的には特に糞便等の汚染は認なかった。

長袖の白衣などの袖口は、便などで汚染されているものと考えていてください。

国立感染症研究所事例

弁当製造業調理従事者からの二次汚染が原因のノロウイルス食中毒事例
（長野県2012年3月）

・ 発症者は，3月６日、７日に同じ業者の弁当を喫食していた．74名中54名（73％）が発症した．
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ノロウイルスの特徴と対応方法
ノロウイルスの特徴 対応方法

・極めて少量のウイルス（10個～100個）で感染する。

一方、吐物や便には1千万～1億個/ｇのウイルスが
存在する。

肉眼で見えない程度の汚染（手袋、ガウン、着衣、
環境）でも、感染が広がる。

患者1名毎に手袋やガウンは、確実に交換する。

使用中の手袋では、周囲環境に触れない。

汚染した着衣やシーツは、汚染の発生場所で速やかに
ビニール袋内に収納する。

・アルコール消毒が無効

⇒1/100程度には減るが、それでも吐物などの場合、
1億個の1/100は100万個程度なので、感染性を
失わせることはできない。

便や吐物を取り扱った後の手は、流水と石鹸による手洗い
を最初に行う（偽膜性腸炎の場合も同じ）。
その後、通常のアルコール消毒を行う。

環境や非金属の器材は、500～1000ppm程度の次亜塩素酸
Ｎａ溶液（当院ではピューラックス；6％（＝6万ppm）
を希釈）で消毒する。
金属のドアノブなどは、消毒後、水拭きする。

・接触、飛沫、食物媒介感染経路の他に
塵埃感染型の空気感染経路もある。

⇒環境、病衣、シーツの吐物などが乾燥し始めると
ウイルスが空中に舞い上がり、感染者が拡がる。

・汚染リネン類への対処は、上記。

・吐物や便による環境汚染があった場合には、
ペーパータオルなどでカバーし、上から
1000ppmの次亜塩素酸Naをかけて10分おき、
ビニール袋に回収廃棄を繰り返す。



ノロウイルス疑い吐物の除染工程

①見つけたら新聞紙か
ペーパータオルで
乾燥が始まる前に
広範にカバーする.

（対応者はFluPPE装着）

② 1000 ppmの
次亜塩素酸Na水溶液を
十分にかけて10分待つ。

③消毒液の染み込んだ
新聞紙ごと汚染物を
拭き取り、感染性廃棄物
として廃棄する。

④残存物にもペーパータオルなどでカバーして同じ工程を繰り返す。

⑤最後に汚染作業従事者の着用したPPEを注意して脱衣し
感染性廃棄物として廃棄する。



消毒薬は、得意分野に差がある
消毒薬の種類

（中水準消毒薬）
次亜塩素酸系
（ハイター®）
（ピューラックス®）
（ミルトン®）など

（中水準消毒薬）
アルコール系

（低水準消毒薬）
クロルヘキシジン
（ヒビスクラブ®、（ヒビテン®）
（ヘキザック®）など

消毒できる主な病原体

500～1,000ppmの濃度なら
一般細菌以外に
B型肝炎ウイルス
ノロウイルス
コロナウイルスなどにも有効
細菌、インフルエンザウイルス、
コロナウイルスなどにも有効
芽胞形成菌には弱い

一般細菌が中心

手・皮膚の消毒

使えない！

使える

使える

※高水準消毒薬：フタラール、グルタールアルデヒド、過酢酸は強力な消毒薬だが、内視鏡等の器材のみが対象！

※アルコールが使えない場合は、
コロナ対策でも使用

アルコールでは
無効

重要
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１．PPEの着脱（プラスチックガウン、不織布製ひも閉じガウン）に習熟する．

２．ゾーニングとPPEの着脱場所の関係を理解する．

３．症状・所見・状況から想定される病原体ごとの手指衛生法、消毒薬、対処法を覚える．

４．新型コロナウイルスに感染する可能性のあるハイリスク行動を避ける。

病院の全員を護る感染対策の基本


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24

